
（5）H5号住居址　　　　　　　　　　　　　古墳時代

H5号住居址の検出位置は、第I区Eけ・

こ6・7グリッドである。北西隅とカマドは

H4号住居址によって、東壁南半上部はH6

号住居址によって破壊されていた。また、西

壁の一部が耕作溝で破壊されている。

平面形態は隅丸方形を呈し、残存部では南

北4．9m、東西5．0mを測る。壁は100度程の

急傾斜で立ち上がる。確認面からの壁高は

50～60cm程である。周溝は壁直下を全周した

ものと考えられ、幅7～15cm、深さ2～14cm

を測り、断面はU字状をなす。

主柱穴は、H4号住居址床面下から検出さ

れたP2を含めるとPl～P4の4個からな

り、壁際によった規則的な配置で捉えられる。

掘り方は大形で、Plは75×56cm、深さ65cm、

P Zは61×78cm、深さ29C皿、P3は75×72C皿、

深さ50C皿、P4は75×60cm、深さ63cmの規模

を有する。また、北東隅に36×45cm、深さ20

cmのP5、南東隅に42×45C恥　深さ44cmのP

6が確認された。なお、カマドは破壊されて

いたが、Ⅱ4号住居址床面下から焼土が確認

され、北壁中央に構築されていたものと考え

られる。

L L．

磁ビ

第27図　H5号住居址実測図（1：80）

写真28　H5号住居址
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住居覆土は、1～3層が住居中央を埋める覆土

で、1層が黒褐色土、2層が暗褐色土、3層が暗

褐色土である。4・5層は壁際に流れ込んだ土層

で、4層がパミス、ローム粒子を多く含む褐色土、

5層が景色土である。

遺物

本址から出土した主要遣物は少なく、土師器で

杯・鉢・嚢が検出された。

1は、休部が丸底を呈する底部との境に緩い稜

をもって外反し、へラミガキが施され、内面黒色

処理された土師器杯である。住居中央部の床面に

破片が分布していたものである。

2は、内面黒色処理された土師器杯の体部破片

で、Ⅳ区3層から出土している。

3は、口綾部が短く外反し、平底を呈する鉢で

ある。西壁際の周港上5層で検出されている。

4は、口綾部が緩く外反し、へラケズリの後に

へラミガキがなされた小形の土師器長胴嚢で、Ⅳ

区南壁際の床面と5層に破片が分布していた。

5は、へラミガキが施された球胴形を皇する土

師器嚢の底部破片と思われる。I区3層から出土

したものである。

6は、頸部が直立し口綾部が短く外反し、胴中

第28図　H5号住居址遺物分布図

第29図　H5号住居址出土土器（1：4）
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央に最大径を有する土師器球胴賓である。へラケ　　　　布がみられた。

ズリ後にへラミガキが施されている。Ⅳ区床面か　　　　以上の土師器杯・土師器長胴寮・土師器球胴整

ら4層に破片が散在していた。　　　　　　　　　　　の特徴と組成から、H5号住居址の土器群は、古

なお、住居中央床面に安山岩の角礫の散漫な分　　　墳時代後期の土器様相として理解されよう。

表8　H5号住居址出土土器観察表

挿図

番号
種　 別 器形 法　 皇 残　 存 成　 形 調　　　　　　　　　　　　　　 整 色　　 調 出土位置 備　 考

1 土師器 杯

14 ．0
口縁3／4

非 ロクロ
内面 ：口最ヨコナデ ・みこみ部ナデ→へラミガキ→黒色処理 外面：10Y R 6／1

I 区床面

5 ．1
底部完形 外面 ：口線ヨコナデ ・底部へラケズ リ→へラミガキ 断面 ：10Y R 6／2

2 土師器 杯

（15．2）

ロ縁1／4 非 ロクロ
内面 ：へラ ミガキーー黒色処理 外面 ：5 Y R 5／4

Ⅳ区 3 層
く3．0〉

外面 ：ヨコナデ→へラ ミガキ 断面 ：10 Y R 8／3

3 土師器 鉢

（14．0）
口縁1／6

非 ロクロ
内面 ：胴部～底部ナデ→ ロ縁 ヨコナデ

内面 ：5 Y R 5／3

Ⅲ区 5 層（5．6）

6．7
底部1／6 P

外面 ：胴部 ・底部ナデ→口縁 ヨコナデ
外面二　5 Y R 5／3

断面： 5 Y R 5／3

4 土師器 婁

15．8

ロ縁7／8 非ロクロ
内面 ：口縁 ヨコナデ→胴部へ ラナデ

内面 5 Y R 5／1
Ⅳ区床面

く10．0〉
外面 ：口縁 ヨコナデ→胴部へラケズ リ後へラミガキ

外面

断面

5 Y R 5／1

5 Y R 5／1
Ⅳ区 5 層

5 土師器 聾 7 6 底部完形 非 ロクロ
内面 ：ナデ

内面 5 Y R 6／4

Ⅲ区 3 層

く4 ．0〉
外面 ：へラケズ リ→へラ ミガキ 外面

断面

5 Y R 6／4

5 Y R 7／4

6 土師器 療
22 ．2

口縁完形 非 ロクロ
内面 ：口縁ヨコナデ→胴部へラナデ

内面 7 ．5Y R 7／6
Ⅳ区床面

く32．2〉
外面 ：口縁ヨコナデ→胴部へラケズ リ後へラミガキ 外面

断面

7 ．5Y R 7／6

7 ．5Y R 8／3
Ⅳ区4 層

写真29　H5号住居址出土遺物
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（6）H6号住居址　　　　　　　　　　　　奈良時代

Ⅱ6号住居址は、第Ⅱ区Eく・け7グリッドよ

り検出された。

本住居址の平面形態は、南北2．9m、東西3．4m

の楕円形に近い隅丸方形を望し、床面着が7．2崩

の小形住居である。主軸方向はN－150－Wを指

す。壁は100度程の急傾斜で立ち上がり、確認面

からの壁高は32～42cmを測る。床面の状態は不安

定である。

主柱穴は2個（Pl・P2）が東西壁の中央部

に対称的に配置されていた。Plは壁に斜めに穿

たれたもので、25×33cm、深さ17cm程度を測る。

P2は2段の掘り込みからなり、44×57cm、深さ

36cmを測る。また、南東隅で53×40cm、深さ11cm

のP3が検出されている。

住居覆土は5層の堆積で把握したが、ロームブ

ロックの混入の在り方から、人為的に埋め戻され

ていた可能性が高い。1層はパミス・ロームブ

ロックを多く含む黒褐色土、2層はパミス・ロー

ムブロックを多量に含む暗褐色土、3層はパミ

ス・ロームブロックを含む暗褐色土、4層はパミ

ス・ローム粒子を含む褐色土、5層は黒色土であ

る。

第30図　H6号住居址実測図（1：80）

写真30　土器4出土状態
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カマド

北壁中央部に構築されていた。煙道部は半円形

状の掘り込みである。神都の構築には、面取りし

た軽石と須恵器大嚢の破片が用いられていた。左

袖では、壁をピット状に掘り込む。そこに大形の

軽石を埋め込み、さらにその軽石を須恵器賓の大

形破片で覆う。その手前に小形の軽石を据える。

という構築方法がみられた。

一方、右袖では、壁に接して大形の軽石2個を

併設し、その前方に据えられた軽石との隙間を埋

めるように須恵器磐の小破片3個が立てられてい

た。また、火床部には支脚石（6）が据えられて

いた。以上の袖石、支脚石を固定する際に用いら

れた埴土は、基本的に褐色土（（多層）であった。

なお、手前に横たわっていた大形長方形の集塊岩

は天井石であったと考えられる。

覆土には、構築材に用いられたと考えられる橙

色粘土ブロックを含むにぷい黄褐色土（①層）、

炭化物を含む黒褐色土（②層）の堆積がみられた。

遺物

検出された主要遺物は、須恵器杯・嚢である。

須恵器杯では、底部が回転糸切りで未調整のも

の（1・2）、回転糸切りの後に手持ちへラケズ

リが施されているもの（3）が検出されている。

1はカマド内、2は南東隅の1層、3はI区1層

の出土である。

4は器高が高く口径の大きい須恵器高台付杯で、

P2脇の4層から検出された。

5は丸底を皇する須恵器賓で、カマド袖部とカ

マド手前の床面に分布した破片が接合したもので

ある。

6・7は軽石を加工した支脚石で、6はカマド

に設置されていたものであり、7はカマド右袖に

あった上半部とⅢ区床面に分布していた下半部が

接合したものである。

本址の土器群は、須恵器杯・須恵器高台付杯の

特徴から、八世紀第Ⅳ四半期～九世紀初頭の土器

様相と把握されよう。

第31図　H6号住居址カマド実測図（1：30）

写真32　H6号住居址カマド
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第32図　H6号住居址出土土器（1：4）

表9　Ⅱ6号住居址出土土器観察表

挿図

番号
種　 別 器形 法　 皇 残　 存 成　 形 調　　　　　　　　　　　　 整 色　　 調 出土位置 備　 考

1 須恵器 杯

14．4

7．5

3．8

口縁 5／8

底部完形
ロクロ 一・底部回転糸切 り

内面

外面

断面

7 ．5Y R 6／4

2 ．5Y R 6／4

7 ．5Y R 6／3

カマド 火襟あ り

2 須恵器 杯

14．2

8．4

4．5

口縁 3／4

底部完形
ロクロ →底部回転糸切 り

内面

外面

断面

5 Y 5／1

5 Y 5／1

2．5Y 6／2

Ⅳ区 1 層 火襟 あり

3 須恵器 杯

（14．9）
口縁 1／8

ロクロ
→底部回転糸切 り

内面 N 5／0

1 I 区 1 層 火啓あ り
（10．0）

4 ．0
底部 3／8 外面 ：底部手持ちへ ラケズリ

外面

断面

2 ．5G Y 5／

N 5／0

．2 ．5Y R 5／4
4 須恵器 杯

16 ．9
口縁 4／5

ロクロ
→底部回転糸切 り一・高台貼付

内面
Ⅲ区4 層

11 ．3

6 ，3
底部完形 外面 ：底部回転へラケズ リ

外面

断面

N 4／0

：2 ．5Y R 4／1

： 7 ．5Y 6／1

／5 須恵器 療

く21 ．3〉

底部完形 ロクロ
内面 ：同心円文一，叩き目－，底部ナデ （刷毛状工具）

内面 カマ ド袖

外面 ：叩き日
外面

断面

．7．5 G Y 7 1

N 7／0

i 区床面

41－



第33図　H6号住居址出土石器（1：4）

表10　H6号住居址出土石器観察表

挿図番号 器種 材質 長さ 幅 厚 さ 重量 出土位置 備　　 考

6 支脚石 軽　 石 29 ．4 15 ．1 13 ，9 1400 カマ ド

7 支脚石 軽　 石 26 ．0 12 ．9 11 ．2 970
カマ ド袖

Ⅲ区床面

写真33　H6号住居址出土遺物
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（7）Ⅱ7号住居址　　　　　　　　　　　古墳時代

H7号住居址は、第I区Jい8・9グリッドに

おいて検出された。大半が発掘区外にあり、北東

隅の調査に止まった。また、耕作清で壁・床面が

一部破壊されている。平面形態は隅丸方形を皇し

たと思われる。Ⅲ層中から掘り込まれており、壁

は100度の急傾斜で立ち上がる。壁高は70cm程を

測る。幅8～13cm、深さ3～13cmのU字状をなす

周清が壁直下を巡る。床面はロームを混ぜた黒色

土（5層）で貼られていた。ピットは東壁際のP

l（51×48cm、深さ17cm）と主柱穴と考えられる

P2の一部が確認された。なお、Aセクションで

カマドの覆土が確認されており、カマドは北壁中

央に位置し、白色粘土を構築材に用いたものと想

定される。覆土は黒褐色土（1・2層）、暗褐色土

（3層）、褐色土（4層）である。また、カマド部

分に白色粘土ブロックを含む灰黄褐色土（①層）、

褐色土（②層）がみられた。

出土した遺物は少ないが、古墳時代後期の土器

と考えられる土師器撃（1）がカマド①層から、

多孔の土師器甑底部破片（2）が3層から出土し

ている。

0　　　　　　　10cm

第35図　H7号住居址出土土器（1：4）

写真34　H7号住居址

写真35　H7号住居址出土遺物

表11H7号住居址出土土器観察表

挿図

番号
種　 別 器形 法　 量 残　 存 成　 形 調　　　　　　　　　　　　 整 色　　 調 出土位置 備　 考

1 土師器 蔓

（16 ．8）

口縁1／4 非ロクロ
内面 ：胴部へラナデ→口縁ココナデ

内面

外面

5 Y R 7／4

5 Y R 7／4 カマ ド①層

く15 ．3〉
外面 ：胴部ナデ後へラケズ リ→ 口縁 ココナテ 断面 5 Y R 7／4

2 土師器 髄 （5 8） 底部1／3 非ロクロ
内面 ：へラナデ

内面

外面

2．5Y R 6／2

N 4／0 3 層

く2 ．2〉
外面 ．胴部ナデ ・底部へフケス リ 断面：2 ．5Y R 6／2
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（8）Ⅱ8号住居址　　　　　　　　　　　　　古墳時代

H8号住居址の検出位置は、第I区E

け・こ9グリッドである。M1号清状遺構

によって壁の一部が破壊されている。

平面形態は、南北5．1m、東西5．2mの

整った隅丸方形を皇し、床面積は24．5適で

ある。主軸方向はN－120－Wを指す。壁

は垂直に立ち上がり、確認面からの壁高

30～50cm程で、西壁が浅い。これは農道に

よる削平に起因する。壁直下に幅10～24cm、

深さ2～12cmの周溝が全周する。

主柱穴は4個（Pl～P4）で規則的な

配置をなす。Plは44×42cm、深さ71cm、

P2は50×62cm、深さ63cm、P3は43×41

cm、深さ55cm、P4は43×38cm、深さ67cm

を測る。また、南壁中央際に34×40cm、深

さ20cmの出入口部関連のピットと思われる

P5が確認されている。さらに、33×30cm、

深さ11cmのP6と20×28cm、深さ18cmのP

9が東壁際に間隔をあけて並び、36×47cm、

深さ21C皿のP7と49×28cm、深さ23cmのP

8が西壁際に間隔をあけて並んでいた。両

者の位置関係は南北にずれるが、ピット間

の間隔は東西壁でほぼ同じである。

E E’

、、∴

G G’

・・r、

F El

．．・　　D

H H．
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第36図　H8号住居址実測図（1：80）
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覆土は、周清の堆着が黒褐色土の4層であり、

壁際の堆掛こ褐色土の2層と黒色土の3層がみら

れた。なお、住居中央め堆掛ま暗褐色土の1層の

みであった。

カマド

北壁中央に位置する。農道により削平されてい

たが、地山造り出しの袖部が馬蹄形状に残されて

いた。煙道部は壁を半楕円形状に緩い傾斜で掘り

込んだものであろう。神都には、灰白色粘土の付

着が僅かにみられた。焚口部では、皿状の掘り方

と、両袖先端に袖石埋め込み用と考えられる小

ピットが確認された。

カマド覆土は、カマド上面から前面の床面まで

を覆う灰白色粘土ブロック・粒子を含む灰黄褐色

土（①層）、天井部の崩落を示す灰白色粘土ブ

ロック、カマド内を埋める褐色土（②層）、灰白色

粘土粒子を含む灰黄褐色土（③層）、灰白色粘土

粒子・炭化物片・灰を多量に含む灰黄褐色土（④

層）である。なお⑤層は、灰白色粘土を多量に含

む粘質土で、煙道部形成時に貼られた構材と思わ

れる。

遺物

検出された主要遣物は、土師器杯・鉢・賓、土

製勾玉、編物石である。また、住居中央部の床面

には大小に割られた溶結凝灰岩の集石が存在して

いた（写真38）。火を顕著に受けたものも存在す

るが、カマド等に関連するものかどうかは定かで

はない。

1は底部近くに稜を有し、内面が黒色処理され

た土師器杯の底部破片である。Ⅳ区1層から検出

されている。

2は土師器小形鉢と考えられるもので、平底の

底部には木葉痕を有する。南壁際周溝上部の3層

から出土した完形品である（写真39）。

3はへラミガキが施された土師器球胴寮の口綾

部破片で、Ⅲ区1層から検出されている。

4は、球胴形を呈する土師器饗の底部破片と思

われ、へラケズリ後にへララミガキが施されてい

㊥　　　　l＞ －，④

0　　　　　　　1m

第37図　H8号住居址カマド実測図（1：30）

写真37　H8号住居址カマド
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第38図　H8号住居址遺物分布図

聯　2

写真38　集石出土状態

写真39　土器2出土状態

第39図　Ⅱ8号住居址出土土器（1：4）

表12　H8号住居址出土土器観察表

挿図

番号
種　 別 器形 法　 皇 残　 存 成　 形 網　　　　　　　　　　　　　　　 容 色　　 調 出土位置 備　 考

1 土師器 杯 （8 ．2）

〈2 ．7〉

底部 1／4 非ロクロ
内面 ：へラ ミガキ→黒色処理 外面：7．5 Y R 6／4

Ⅳ区 1 層
外面 ：休部 ヨコナデ ・底部へラケズリ→へラ ミガキ 断面 ：10 Y R 8／3

2 土師器 鉢

10 ．3

5 ．3 完形 非 ロクP
内面 ：みこみ部へラナデ→口縁ヨコナデ 内面 ： 5 Y R 4／1

Ⅳ区 3 層 木葉痕あ り

4 ．9
外面 ：休部 ・底部へラケズ リ後ナデ→口縁ヨコナデ 外面 ：7．5Y R 4／1

3 土師器 楽

（16 ．2）

ロ縁1／4 非 p クロ
内面 ：口縁ヨコナデ→へラ ミガキ

内面 10Y R 4／1

Ⅲ区 1 層

く 3．8〉
外面 ：ロ縁ヨコナデ→ヘラミガキ

外面

断面

7．5Y R 6／4

7 ．5Y R G／4

4 土師器 蔓 7．4

く 8．3〉

底部完形 非 p クロ
内面 ：へ ラナデ

外面 ：へ ラケズ リ後へラ ミガキ

内面

外面

断面

5 Y R 6／4

5 Y R 6／6

5 Y R 6／6

Ⅳ区 2 層

ー　46　－
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第40図　H8号住居址出土石器・土製品

表13　H8号住居址出土石器・土製品観察表

挿 図 番 号 器 穏 材 質 長 さ 幅 厚 さ 重 量 出 土 位 置 備　　 考

5 勾　 玉 土 製 晶 2 ．5 0 ．9 1 ．0 2 ．2 Ⅳ 区 1 層

6 編 物 石 安 山 岩 11 ．4 4 ．2 4 ．0 2 8 0 Ⅲ 区 床 面

7 編 物 石 流 紋 岩 9 ．4 4 ．3 2 ．3 1 2 0 Ⅳ 区 床 面

8 編 物 石
輝　 石

安 山 岩
9 ．7 4 ．9 2 ．0 1 4 0 Ⅳ 区 床 面

両 側 縁 に

ノ ッ チ 状 加 工

9 編 物 石
卸　 石

安 山 岩
9 ．6 7 ．5 2 ．5 2 6 0 Ⅲ 区 2 層

一 側 縁 に

ノ ッチ 状 加 工

写真40　H8号住居址出遺物

る。南東隅の2層から出土している。

5は、土製勾玉でⅣ区1層の出土。

6～9は編物石と考えられる河原石である。6

・7には加工・使用痕はみられないが、8では両

側縁の表裏面に、9では一側線の表裏面にノッチ

状の加工が施されている。6は集石内に含まれ、

－　47
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7・8はⅣ区の床面、9はⅢ区の2層から出土し

ている。

以上のように、H8号住居址から検出された遺

物は少ないが、土師器杯・寮の特徴は、古墳時代

後期の土器様相と理解でき、カマドの構造も古墳

時代後期の在り方を示している。



（9）H9号住居址　　　　　　　　　　　　　古墳時代

こ・．－

0　　　　　　　　　　　2m

第41図　Ⅱ9号住居址実測図（1：80）

H9号住居址は、第I区Eき・く8・9グリッ

ドより検出された。北東コーナーがⅡ10号住居址

で破壊され、東西壁中央上部がM1号溝状遺構に

よって、西壁南端上部がM2号清状遺構によって

破壊されている。

平面形態は、南北6．3m、東西6．1mの方形を呈

ー　48　－

する。床面積は約33．7I適であり、本遺跡検出の竪

穴住居址では最大規模を有する。主軸方向はN－

130－Wを指す。

壁は垂直に立ち上がり、確認面からの壁高は最

大68cmを有する。壁直下に幅9～20cm、深さ10～

31．5cmの深い周清が存在し、北西隅を除いて全周



写真41H9号住居址

する。形状はU字形を呈するが、床面からの掘り

込みは垂直である。

床面は中央部がローム面、周辺部が黒色土（9

層）とロームを混ぜた黒色土（8層）で構築され

ている。

主柱穴は4個（Pl～P4）で、やや壁よりに

等間隔に配置されている。掘り方は大形で2段の

掘り込みからなる。Plは70×70cm、深さ72C皿、

P2は78×75cm、深さ80cm、P3は87×82cm、深

さ81cm、P4は80×75cm、深さ64cmを測る。また、

南壁中央際で27×36cm、深さ21cmの出入口部関連

のピットと思われるP5が確認されている。41×

52cm、深さ24cmのP6はPl北脇に位置する。

住居覆土は、6層の黒色土、5層のロームブ

ロックを含む黄褐色土、4層のロームブロックを

含む黒褐色土が壁際を埋める覆土であり、住居中

央は、1層のローム粒子・パミスを含む暗褐色土、

2層のローム粒子・パミスを含む暗褐色土、3層

のロームブロック・パミスを含む褐色土の堆積で

ある。なお、1・2層には帯状遺構の他に、耕作

の撹乱が部分的に及んでいた。

－　49

写真42　H9号住居址周清

写真43　土器1出土状態



第42図　H9号住居址カマド実測図（1：30）

⑭）

0　　　　　　　　1m

写真44II9号住居址カマド

カマド

北壁中央部に構築されていた。焚口～煙道部ま

での長さは140cm、幅は90cm程である。

煙道部は、舟先状の2段の掘り込みからなり、

煙道立ち上がり部には燈色粘土が貼られていた。

袖部は、地山を馬蹄形に削り出して芯としたも

のである。天井部の大半は崩落していたが、袖部

から煙道部上面に貼られた橙色粘土が一部残存し

ていた。また、両袖先端部では神石を埋め込むた

めに掘られたと考えられる小ピットが確認された。

火床面には、長楕円形の掘り方があり、ローム

ー　50

と黒褐色土の混合土（③層）で貼られていた。

覆土の在り方は、カマド上面から前面の床面に

大形の橙色粘土ブロックを含む黄褐色土（5層）

の堆積がみられ、カマド前面には褐色土（7層）

の堆積、カマド内では、上面に橙色粘土粒子を多

量に含む褐色土（①層）、内部に黄褐色土（②層）

の堆積がみられた。なお、H2号住居址のカマド

の在り方を、本遺跡での古墳時代後期の典型な構

築方法と理解すると、焚口の袖石、天井石が取り

除かれた状態にある本址のカマドは、破壊された

ものと考えられ、それに対応するように、袖石・
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第43図　Ⅱ9号住居址出土土器（1：4）

表14　H9号住居址出土土器観察表

挿国

番号
種　 別 器形 法　 皇 残　 存 成　 形 調　　　　　　　　　　　　 整 色　　 調 出土位置 備　 考

1 土師器 杯

12 ．4
ロ縁9／10

非 ロクロ
内面 ：みこみ部ナデ→ 口縁 ココナデ

内面：2．5Y R 6／8

外面‘2 5Y R 5／6 Ⅳ区 4 ・5 層
10 ．6

4 ．3
底部完形 外面 ：ロ縁 ヨコナデ→底部へラケズ リ後へラ ミガキ 断面： 5 Y R 7／6

2 土師器 杯

16 ．7 ロ縁 1／4
非 ロクロ

内面 ：へラミガキ→黒色処理 外面：7 ．5Y R 5／4
Ⅲ区床面（8 ．3）

4 ．5
底部 1／3 外面 ：口縁 ヨコナデ ・底部へ ラケズ リ→へラ ミガキ 断面：7 ．5Y R 5／1

3 土師器 雲E

（7 ．2）
口縁 1／2

非ロクロ

内面 ：口最 ヨコナデ ・胴部～底部へラナデ

外面 ：ロ縁～肩部 ココナデ （刷毛状工具） ・胴部～底部ナデ

内面
外面

7 ．5Y R 5／6

7 ．5Y R 6／6 I 区床面

11．5
底部完形

→ヘラミガキ 断面 5 Y R 6／6

4 土師器 蔓

（12．1）
ロ縁 1／4 非ロクロ

内面 ：ロ縁 ココナデ→胴部刷毛 目
内面

外面

10Y R 7／4

10Y R 5／6 Ⅲ区床面

く 7．5〉
外面 ：ロ縁ヨコナデー・胴部刷毛 日

断面 2．5Y R 6／4

5 土師器 隻 （ 6 7） 底部 1／2 非 ロクロ
内面 ：刷毛目

内面

外面

10Y R 4／1

‘2．5Y R 5／3 I 区床面 木葉痕 あり

く 6．4〉
外面 ．ナァ 断面 ’10Y R 8／3

6 土師器 聾

（19．2）
ロ縁 1／10

非 ロクロ
内面 ：口線ヨコナデー，胴部へラナデ

内面 ：7．5Y R 4／1

外面 ：7．5Y R 6／4

カマ ド②層

1 区床面 H llと接合

く26．3〉
胴部 1／4 外面 ：口縁ヨコナデ→胴部ナチ 断面 ：10Y R 6／3 Ⅱ11 Ⅲ区 1 層

第44図　H9号住居址出土石器（1：4）

表15　H9号住居址出土石器観察表
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天井石に関連すると思われる安山岩がカマド手前

の床面に存在していた。

遺物

H9号住居址は大形の住居址であったが、検出

された遺物量は極めて少なかった。主要遺物とし

ては土師器杯・壷・察、凹石が検出された。

土師器杯には、外稜を体中央部に有し、口綾部

が直線的に外反する須恵器模倣杯（1）、平底を

皇し、底部と体部の境に稜を有して体部が外反す

る内面黒色処理の杯（2）がみられた。1は南壁

中央部の4・5層の堆積に即して（写真43）、破

片が分布していたものであり、2はⅡ区の床面か

ら検出されている。

3は小形の土師器東と考えられるもので、住居

中央部の床面から出土したものである。

土師器寮には、I区床面から検出された口綾部

が短く外反し、胴の張る小形蛮（4）、カマド手前

の床面から出土した木葉痕を有する球胴嚢の底部

破片（5）、破片がカマド内か′らカマド左脇の床

面に分布していた肉厚の長胴賓（6）があった。

なお、6の長胴嚢には、Ⅱ11号住居址1層から出

土した胴部破片2点が接合している。

7は軽石を利用した凹石で、表面に皿状、裏面

に小さな凹部を有する。出土位置は住居中央の3

層である。

以上のように、H9号住居址から検出された遺

物は少ないが、土師器杯・長胴婆の特徴は、古墳

時代後期の土器様相と考えられる。

写真45　H9号住居址出土遺物
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（10）Ⅱ10号住居址　　　　　　　　　　　奈良時代

H10号住居址は、第Ⅱ区Eき7・8グリッドよ

り検出された。

平面形態は、コーナーが直角に近い方形を呈し、

南北3．7m、東西3．5mを測る。床面積は12・2Idで

ある。主軸方向はN－25。－Wを指す。

壁は垂直に立ち上がり、確認面からの壁高は

68～75cmと深い。周清は認められない。

主柱穴は4個で、小形円形を呈するPl～P4

が規則的に配置されていた。Plは17×16C皿、深

さ45cm、P2は17×25cm、深さ39cm、P3は21×

18cm、深さ39cm、P4は16×17cm、深さ51C皿を測

る。また、南壁中央際では、P5・P6が並存し

ていた。共に住居中央側に斜めに掘り込まれてお

り、出入口部施設に関わるものであろう。P5は

13×12cm、深さ15cm、P6は16×13cm、深さ17cm

を測る。また、北東隅と北西隅の対称的な位置に、

22×24cm、深さ13C血甲P7と25×32C皿、深さ9cm

のP8が確認された。

住居覆土は、ブロック単位の土層が繰り返して

堆積した状態を示していた。便宜的に次の8層に

分層したが、本住居址は廃絶後に人為的に埋め戻

されたと考えられる。

瘍禦琢
・′　　　　　・・　　　　・・ご・・．

0　　　　　　　　　　　am

第45囲　Hl0号住居址実測図（1：80）
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写真46

H10号住居址



1層は暗褐色土。2層はにぷい黄燈色土。3層

は暗褐色土。4層は黒褐色土。5層はパミス、ロ

ームブロック、黒色土ブロックを含むにぷい責橙

色土。6層は黒色土。7層はロームブロックを多

量に含む暗褐色土。8層は暗褐色土とローム・パ

ミス主体の褐色土の互層である。

カマド

燃焼部は、40×80cm程の規格的な長方形を皇し、

北壁中央部の壁外に設置されていた。

煙道部は、燃焼部との境に段を設け、60×50cm

程の半楕円形の掘り込みで形成されていた。また、　玉

燃焼部との境には須恵器嚢の破片3点が設置され

ていた。火床面では径40cm、厚さ10cm程の焼土の

堆積がみられ、袖部では2個の小ピットが壁境の

対称的な位置で検出された。

カマド覆土は、構材の橙色粘土ブロック・パミ

ス・ロームブロックを多量に含むにぷい黄褐色土

（①層）、橙色粘土ブロック・パミスを含む黒褐

色土（②層）、煙道部を埋める黒色土（③層）、橙

色粘土ブロック・炭化物片を含むにぷい黄褐色土

（④層）であった。

遺物

本住居址は埋め戻されていたため、遺物の出土

量は極めて少なかったが、カマドを主体に須恵器

の杯、土師器の賓が検出された。

1は、手持ちへラケズリで底部が調整された須

恵器杯で、カマド内の覆土から検出された。

2・3は、口縁が「く」の字状に外反する土師

器長胴嚢である。2はカマド内の覆土とⅡ区の8

層に破片が分布していたもので、3はカマド内の

覆土から検出された。

4は、偏平な円筒状を呈する「枕」形の土製品

である。H3号住居址のものよりは小形で、整形

は輪積、叩き締めである。出土位置はカマドであ

るが、設置された状況は伺えなかった。

本住居址検出の須恵器杯・土師器長胴聾の特徴

と組成は、八世紀第1四半期の土器様相と考えら

れよう。

lk
o Iと　1m

第46図　H10号住居址カマド実測図（1：30）

写真47　H10号住居址カマド
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第47図　H10号住居址出土土器（1：4）

表16　H10号住居址出土土器観察表
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挿 図

番 号
種　 別 暑旨形 法　 皇 残　 存 成　 形 調　　　　　　　　　　　　 整 色　　 調 出 土 位 置 備　 考

1 須 恵 器 杯

1 4 ．3
口 縁 1 ／2

ロ ク ロ
→ 底 部 切 り 離 し （切 り 離 し 方 不 明 ）

内 面

外 面

N 6／0

N 6／0 カ マ ド
8 ．0

4 ．6
底 部 7 ／8 外 面 ：底 部 手 持 ち へ ラ ケ ズ リ 断 面 N 6／0

2 土 師 器 寮

（2 2 ．6 ）

口 縁 1／3 非 ロ ク ロ
内 面 ： 口 縁 ヨ コ ナ デ ・ 胴 部 へ ラ ナ デ

内 面 2 ．5 Y R 6／6

4
カ マ ド

〈 5 ．2 〉
外 面 ： 口 縁 ヨ コ ナ デ ー ，胴 部 へ ラ ケ ズ リ 外 面

断 面

5 Y R 6／

1 0 Y R 7 ／4
Ⅲ 区 8 層

3 土 師 群 褒

（2 2 ．7 ）
ロ 縁 1／4 非 ロ ク ロ

内 面 ： ロ 縁 ヨ コ ナ デ ・ 胴 部 へ ラ ナ デ
内 面

外 面

5 Y R 6 ／6

‘ 5 Y R 5 ／2 カ マ ド

く 6 ．7 〉
外 面 ： 口 縁 ヨ コ ナ デ ー・胴 部 へ ラ ケ ズ リ 断 面 ‘ 5 Y R 7 ／6

4 土 師 器

く 8 ．9 〉

非 ロ ク ロ
内 面 ： ナ デ

内 面 ： 1 0 Y R 8 ／4

外 面 ： 10 Y R 7 ／4 カ マ ド
外 面 ： ナ ヂ 後 叩 き 目

断 面 ： 10 Y R 7 ／4

3

写真48　H10号住居址出土遺物
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（11）H11号住居祉　　　　　　　　　　　　　古墳時代

H11号住居址は、第I区Eか10グリッノドよ

り検出された。

平面形態は、南北4．3m、東西4．6mの隅丸

方形を皇し、床面積は16．3I適である。主軸方

向はN－140－Wを指す。

壁は100度程の急債斜で立ち上がり、確認

面からの壁高は62～67cmである。壁直下に幅

10～26cm、深さ6～13cmのU字形を呈する周

溝が全周する。

主柱穴は、規則的に配置された4個（P

l～P4）である。掘り方はやや大形で、P

lは52×46cm、深さ38cm、P Zは42×66cm、

深さ31C皿、P3は59×40cm、深さ41C皿、P4

は43×55cm、深さ44cmを測る。また、南壁中

央際に、26×28cm、深さ7cmを測る出入口都

関連のピット（P5）が確認されている。さ

らに、四隅の均等な位置からP6～P9の4

個のピットが検出されている。北東隅のP6

は41×42cm、深さ4馳mで、南東隅のP9は43

×45cm、深さ42cmである。両者は同等の規模

を有する。南西隅のP8は37×52cm、深さ19

cmで、平面規模でP6・P9と同等であるが、

』
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第48図　Hl1号住居址実測図（1：80）
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深さは浅い。北西隅のP7は23×29cm、深さ

12cmと小形で浅いものである。

住居覆土は、暗褐色土（6層）が周溝を埋

め、黒色土（5層）が壁際を埋める。住居全

体はパミスを多量に含む黒褐色土（1層）・

暗褐色土（2層）、黒褐色土（3層）の堆積で

ある。なお、カマド上面から住居中央部の床

面までの広範囲に、大形の灰白色粘土ブロッ

クを多量に含む褐灰色土（4層）の分布がみ

られた。

カマド

北壁中央部に位置する。煙道部は半円形状

の緩傾斜の掘り込みである。袖部は地山で造

り出されたものである。両袖部先端には小

ピットがそれぞれ2個確認されている。この

在り方は、焚口部を形成する袖石が存在して

いたことを推定させる。袖部から煙道部にか

けて灰白色粘土が貼られた状態で残り、天井

部下底に板状礫1個が残されていた。しかし、

かなりの量の粘土ブロックが、カマド前面に

崩落、流出した状態で分布していることから、

上記の在り方が構築時の状態を直接的に示し

ているものとは断言できない。逆に、袖石が

抜き取られた可能性が高いことから、本カマ

ドは破壊されたものと考えられる。なお南壁

脇に焼けた大形長方形の安山岩礫2点が分布

し、これらは天井石に用いられていた可能性

が指摘できる。

カマド内の覆土は、細分すれば褐色土（①

層）、灰褐色土（②層）、暗褐色土（③層）、炭

化物片を多く含む明黄褐色土（④層）・褐色

土（⑤層）、煙道部を埋める暗褐色土（⑥層）、

火床面の長楕円形の掘り方を貼ったローム混

入の黒色土（⑦層）である。

遺物

遺物は、古墳時代後期の土器様相を顕著に

示す土師器杯・鉢・賓と編物石、凹石、紡錘

車が検出されている。

0　　　　　　　　1m

第49図　H11号住居址カマド実測図（1：30）

写真50　H11号住居址カマド
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第50図　Ⅱ11号住居址遣物分布図

土師器杯には、稜を上部に有し口綾部が短く内

懐する須恵器模倣杯（1）、稜を中央部に有し口

縁部が外債する杯（2）、稜を下部に有し口綾部

が外湾する内面黒色処理の杯（3）がある。1は

Ⅳ区2層と西壁5層出土の破片が接合したもので、

2はI区3層、3は西南隅床面から検出された。

4・5は、へラミガキが施された土師器鉢であ

る。4は内面黒色処理が施され、杯と同様な調整

を見せる。西南隅の床面（5）と3層（4）から

検出されている。

土師器賓には、平底で球胴を呈する小形察（6

・7）、大小の長胴蛮（8～10）、へラミガキが施

された球胴嚢（11～14）がある。6は南西隅5層、

7ほ住居中央床面、8は東壁脇の5層から検出さ

れている。9はカマド手前から住居中央の4層中

に破片が分布していたもの。10は南東隅の3・5

層中に破片が分布していたものである。11は1区

3層、12は住居中央3層の出土。13はPl脇の床

面に破片の集中部がみられたもの。14はⅢ区3層

に破片が分布し、H12号住居址から出土した2点

1　58　－

の小破片が接合したものである。

15～41は編物石と考えられるものである。15～

23は側縁の両方あるいは片方にノッチ状の加工が

施されている。平均重量は376gである。分布に

は南西隅、北西隅、南東隅の3箇所の集中部が存

在し、特に南西隅の集中は顕著であった。

42は軽石を用いた紡錘車で南西隅集中部に含ま

れていた。

43は軽石を用いた凹石で北西隅の集中部から出

土している。

写真51編物石出土状態（西南隅）
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第51図　Hl1号住居址出土土器（1：4）
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表17　H11号住居址出土土器観察表

挿 図

番 号
種　 別 器 形 法　 量 残　 存 成　 形 調　　　　　　　　　　　　 整 色　　 調 出 土 位 置 備　 考

1 土 師 器 杯

（1 4 ．0 ）
口 縁 ～

非 ロ ク ロ
内 面 ：み こ み 邪 へ ラ ナ デ ー一口 縁 コ コ ナ デ

内 面 5 Y R 5 ／3
Ⅲ 区 5 層

4 ．6
底 部 1／3 外 面 ：体 部 ～ 底 部 へ ラ ケ ズ リ　 ー一口 縁 ヨ コ ナ テ 外 面

断 面

5 Y R 7 ／4

5 Y R 7／4

Ⅳ 区 2 層

2 土 師 器 杯

（1 4 ，0 ）
口緻 1／3

非 ロ ク ロ
内 面 ：み こ み 部 ナ デ ー一口最 ヨ コ ナ デ ー・へ ラ ミ ガ キ

内 面

外 面

5 Y I も6／4

5 Y R 6／4 Ⅲ区 3 層

5 ．0
底 部 完 形 外 面 ：休 部 ～ 底 部 へ ラ ケ ズ リ→ 口 縁 ヨ コ ナ テ 一一一へ ラ ミガ キ 断 面 7 ．5 Y R 7／4

3 土 師 器 杯

（1 4 ．3 ）
口縁 2／3

非 ロ ク ロ
内 面 ：口 縁 ヨ コ ナ デ ・み こ み 部 ナ デ ー，へ ラ ミ ガ キ ー，黒 色 処 理 外 面 ：7 ．5 Y R 5／1

Ⅲ区 床 面（ 7 ．8 ）

6 ．2
底 部 1／2 外 面 ：口 縁 ヨ コ ナ デ ・休 部 ～ 底 部 へ ラ ケ ズ リ ー・ヘ ラ ミガ キ 断 面 ： 1 0 Y R 6／3

4 土 師 器 鉢

（1 3 ．0〕

ロ縁 1／5 非 ロ ク ロ
内 面 ：へ ラ ミ ガ キ → 黒 色 処 理 内 面 ： 5 Y R 6／6

Ⅲ区 3 層

〈 7 ．3〉
外 面 ：へ ラ ミ ガ キ 断 面 ： 1 0 Y 玉 6／2

5 土 師 器 鉢

（1 5 ．8）
口縁 1／3

非 ロ ク ロ
内 面 ： 口 縁 ヨ コ ナ デ ーー胴 部 ナ デ → へ ラ ミ ガ キ

内 面 ： 5 Y R 7／4

外 面 ‘ 5 Y R 7／4 Ⅲ 区 床 面
（ 7 ．0）

8 ．5
底 部 3 ／4 外 面 ： 口 綾 ヨ コ ナ デ サ胴 部 ～ 底 部 へ ラ ケ ズ リ → へ ラ ミ ガ キ

断 面 ：7 ．5 Y R 7／4

6 土 師 器 聾

9 ．8

完 形 非 ロ ク ロ

内 面 ：胴 部 へ ラ ナ デ ー一口 縁 ヨ コ ナ デ
内 面 ：7 ．5 Y R 5／2

Ⅲ 区 5 層4 ．8

9 ．1

外 面 ：胴 部 ナ デ 後 へ ラ ケ ズ リ→ ロ縁 ヨ コ ナ デ

，部 分 的 に へ ラ ミガ キ

外 面 ：2 ．5 Y R 6／4

7 土 師 器 魯

1 0 ．0
ロ 縁 1／4

非 ロ ク ロ
内 面 ：胴 部 へ ラ ナ デ → 口 縁 ヨ コ ナ デ ー一一へ ラ ミ ガ キ

内 面

外 面

5 Y R 4／1

5 Y R 4／1 Ⅲ 区 床 面
6 ．0

9 ．0
底 部 完 形 外 面 ：胴 部 ナ デ → 口 縁 ヨ コ ナ テ

断 面 7 ．5 Y R 7 ／4

8 土 師 器 療

1 4 ．4

ロ 縁 1／4 非 ロ ク ロ
内 面 ：ロ 縁 ヨ コ ナ デ ・一一胴 部 ～ 底 部 へ ラ ナ デ

内 面

外 面

5 Y R 4 ／1

5 Y R 5 ／1 1 区 5 層
（ 4 ．1 ）

く15 ．9 〉

外 面 ：ロ 縁 コ コ ナ デ ーー胴 部 ～ 底 部 ナ デ
断 面 5 Y R 4 ／1

9 土 師 器 魯

16 ．3
ロ 縁 完 形

非 ロ ク ロ
内 面 ：胴 部 へ ラ ナ デ → ロ 縁 ヨ コ ナ デ

内 面

外 面

二　5 Y R 6 ／4

’5Y R 6／4 5 ／1 1 区 4 層
6 ．9

2 3 ．6

底 部 1／2 外 面 ：口 縁 ヨ コ ナ デ → 胴 部 ～ 底 部 ナ デ
断 面 5 Y R 6 ／4

1 0 土 師 器 褒

19 ．6
ロ 綾 3 ／4

井 口 ク ロ

内 面 ：胴 部 ～ 底 部 へ ラ ナ デ → 口 縁 コ コ ナ デ

l 胤　　 的 T へ ‾ ミガ キ

内 面

外 面

： 5 Y R 6 ／3

‘ 5 Y R 6 ／3
Ⅲ 区 5 層

4 ．8

3 3 ．1
底 部 完 形 外 面 ．胴 部 へ フ ケ ス リ後 部 分　 に ヘ ラ 、

底 部 ナ デ → ロ 縁 ヨ コ ナ デ
断 面 5 Y R 6 ／4

Ⅳ 区 3 ・ 5 層

1 1 土 師 器 要

（18 ．0 ）

口 縁 1／4 非 ロ ク ロ
内 面 ：ナ デ

内 面

外 面

5 Y R 5 ／4

5 Y R 5 ／4 1 区 3 層

〈 4 ．5 〉
外 面 ：ヘ ラ ミ ガ キ 断 面 ： 5 Y R 5 ／4

1 2 土 師 器 琵 6 ．1

〈 7 ．7 〉

底 部 完 形 非 ロ ク ロ
内 面 ：ナ デ ー・へ ラ ミ ガ キ

外 面 ：へ ラ ミ ガ キ

内 面 ：7 ．5 Y R 4 ／1

外 面 ： 10 Y R 7 ／3
l 区 3 層

1 3 土 師 器 賓 8　5 底 部 7／10 非 ロ ク ロ
内 面 ：へ ラ ナ デ

内 面

外 面

： 5 Y R 7 ／4

：7 ．5 Y R 6 ／3
I 区 床 面

く2 8 ．9 〉
外 面 ：へ ラ ミ ガ キ

断 面 ： 10 Y R 8 ／3
Ⅲ区 5 層

1 4 土 師 器 奮 （ 9 0 ） 底 部 完 形 非 ロ ク ロ
内 面 ：へ ラ ミ ガ キ

内 面

外 面

： 5 Y R 5 ／4

： 5 Y R 5 ／3

Ⅲ 区 3 層

H 1 2 I 区 3 層 H 1 2 と接 合

く 3 ．8 〉
外 面 ：へ ラ ミ ガ キ 断 面 ： 5 Y R 5 ／3 H 1 2 Ⅳ 区 床 面

表18I王11号住居址出土石器観察表

挿 図 番 号 器 種 材 質 長 さ 幅 厚 さ 重 量 出 土 位 置 備　　 考 挿 図 番 号 器 種 材 質 長 さ 幅 厚 さ 重 量 出 土 位 置 備　　 考

15 編 物 石
角 閃 石

安 山 岩
1 1 ．3 6 ．2 4 ．2 3 5 0 Ⅲ区 4 層

側 線 に

ノ ッ チ 状 加 工
3 0 編 物 石

角 閃 石

安 山 岩
1 5 ．1 6 ．2 4 ．4 44 0 Ⅶ 区 床 面

16 編 物 石
輝　 石

安 山 岩
1 1 ．3 7 ．4 4 ．7 4 8 5 Ⅲ 区 床 面

側 線 に

ノ ッ チ 状 加 工
3 1 編 物 石

角 閃 石

安 山 岩
1 1 ．9 7 ．0 4 ．9 5 20 Ⅳ 区 床 面

17 編 物 石
石　 英

安 山 岩
9 ．9 5 ．9 4 ．7 3 0 0 Ⅲ 区 床 面

側 線 に

ノ ッ チ 状 加 工
32 編 物 石

石　 英

安 山 岩 11 ．3 7 ．5 5 ．0 3 80 ° Ⅳ 区 床 面

18 編 物 石
輝　 石

安 山 岩
9 ．4 5 ，7 4 ．0 2 8 0 Ⅲ区 床 面

側 線 に

ノ ッ チ 状 加 工
33 編 物 石

石　 英

安 山 岩 11 ．1 6 ．1 5 ．0 5 00 Ⅲ 区 床 面

19 編 物 石
石　 英

安 山 岩 1 1 ．6 6 ．2 3 ．9 3 6 0 I 区 床 面
両 側 縁 に

ノ ッ チ 状 加 工
34 編 物 石 安 山 岩 11 ．5 6 ．6 2 ．5 2 40 Ⅳ 区 床 面

2 0 編 物 石
石　 英

安 山 岩
9 ．1 6 ．2 4 ．6 2 0 0 Ⅲ区 床 面

両 側 縁 に

ノ ッ チ 状 加 工
35 編 物 石 安 山 岩 10 ．8 6 ．4 4 ．8 4 10 1 区 2 層

2 1 編 物 石
石　 英

安 山 岩
9 ．4 6 ．0 5 ．2 3 1 0 Ⅳ 区 床 面

両 側 縁 に

ノ ッ チ 状 加 工
36 編 物 石

角 閃 石

安 山 岩
10 ．7 5 ．9 3 ．9 3 20 Ⅲ 区 床 面

2 2 編 物 石
輝　 石

安 山 岩
1 0 ．0 6 ．9 5 ．7 4 4 0 Ⅳ 区 床 面

両 側 縁 に

ノ ッ チ 状 加 工
37 編 物 石

輝　 石

安 山 岩
10 ．4 3 ．7 2 ．9 2 00 I 区 4 層

2 3 編 物 石
石　 英

安 山 岩
1 1 ．4 6 ．1 4 ．6 4 2 0 Ⅲ区 4 層

両 側 縁 に

ノ ッ チ 状 加 工
38 編 物 石

石　 英

安 山 岩 9 ．1 5 ．4 4 ．9 3 40 皿 区 床 面

2 4 編 物 石
角 閃 石

安 山 岩
1 3 ．6 6 ．8 4 ．0 4 6 0 P 7 39 編 物 石

輝　 石

安 山 岩
9 ．9 5 ．2 3 ，5 2 25 Ⅲ 区 床 面

2 5 編 物 石 安 山 岩 1 2 ．3 7 ．0 5 ．0 5 8 0 Ⅲ区 3 層 40 編 物 石
石　 英

安 山 岩
8 ．6 7 ．0 4 ．9 3 20 Ⅲ 区 3 層

2 6 編 物 石
角 閃 石

安 山 岩 1 2 ．5 6 ．3 5 ．6 5 7 0 Ⅲ区 4 層 4 1 編 物 石 流 紋 岩 8 ，0 7 ．3 4 ．8 4 40 Ⅱ区 床 面

2 7 編 物 石 安 山 岩 1 3 ．5 5 ．5 4 ．9 2 7 0 Ⅱ区 床 面 42 紡 錘 車 軽　 石 6 ．2 6 ．4 2 ．2 2 0 『 区 床 面 孔 径 15 m コ

2 8 編 物 石 安 山 岩 1 3 ．5 5 ．6 4 ．8 4 2 0 Ⅲ区 床 面 43 凹　 石 軽　 石 8 ．7 5 ．7 4 ．3 9 0 Ⅲ区 床 面

2 9 編 物 石
石　 英

安 山 岩 1 2 ．5 6 ，2 4 ．1 3 7 0 I 区 4 層
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（12）H12号住居址　　　　　　　　　　　　　古墳時代

H12号住居址の検出位置は、第1区Pか・

き2グリッドである。西壁上部2箇所がP6

号掘立柱建物址によって切られ、東壁上部1

箇所がピットで切られている。

平面形態は、北東隅が不正形であるが、基

本的に方形に近い隅丸方形を皇する。

南北4．8m、東西4．9mを測り、床面積は

20．1I戒の規模を有する。主軸方向はN－100

－Wを指す。

壁は100度程の急傾斜で立ち上がり、確認

面からの壁高は47～57cmである。壁直下に幅

10～26cm、深さ2～19cmのU字形を星する周

清が全周する。

主柱穴は4個（Pl～P4）が規則的な配

置で設定されている。Plは56×39cm、深さ

41cm、P2は50×45cm、深さ47C皿、P3は70

×48cm、深さ53cm、P4は62×50cm、深さ45

cmである。また、南壁中央際で26×34cm、深

さ13cmの出入口部開連の小ピット（P5）が

検出されている。さらに、東西隅の対称的な

位置から、49×56C皿、深さ38cmのP6と33×

42cm、深さ26cmのP7が検出されている。

E F‘

－・了

G G’

｝’

第53図　H12号住居址実測図（1：80）
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第54図　H12号住居址カマド実測図（1：30）

写真55　H12号住居址カマド

住居覆土は、褐色土（5層）が壁際を埋め、南

壁上部では黒色土（4層）の堆活がみられる。住

居全体は暗褐色土（1層）、パミス・ローム粒子

を多量に含む暗褐色土（2層）、パミス・ローム

粒子を含む暗褐色土（3層）の堆着である。

カマド

北壁中央部に位置する。煙道部は、半円形状に

緩やかな傾斜で掘り込まれ、壁外では僅かに断を

有し、赤色粘土が貼られていた。袖部は、地山を

掘り残して造り出されたものである。両袖部先端

では、袖石を埋め込んだと考えられる小ピットが

確認された。袖部には赤色粘土が貼られ、赤色粘

65　－

土で構築された天井部が一部残存していた。カマ

ド前面には赤色粘土ブロックが崩落しており、袖

石等が抜き取られたと考えられることから、焚口

部は破壊されたと推定される。その状況として、

天井石に用いられていたと考えられる安山岩の大

形板状礫2点が、カマド前面に廃棄されていた。

カマドの覆土は、上面を赤色粘土粒子を多量に

含む暗褐色土（①層）が覆い、カマド内は黒褐色

土（②層）、奥壁に貼られた粘土の流出と考えら

れる暗赤褐色土（③層）、黒褐色土（④層）、火床

面形成の浅い掘り込みを埋めた暗褐色土（⑤層）

である。



第55図　H12号住居址遺物分布図

遺物

検出された主要遺物は、須恵器杯、土師器杯・

嚢、編物石、銑鉄であり、土師器杯・寮は古墳時

代後期の土器様相を示している。

1は、須恵器高台付杯で、底部は回転へラケズ

リで調整されている。Ⅱ区2層から出土している。

2は、底部切り離しが回転へラ切りによる須恵

器杯で、Ⅱ区1層の出土である。

3・4は土師器杯で、平底ないし偏平な丸底を

皇し、休部が外傾ないし外反するものであり、内

面黒色処理はみられない。3はカマド西脇の周溝

上面がら検出され、4はカマド手前の床面から出

土している。

5・6は、へラミガキで調整された球胴を皇す

る小形饗である。5は完形品で南西隅の5層から

検出されている（写真56）。6はカマド内②層と

I区3層に破片が分布していたものである。

7～11は長胴賓である。7は小形でⅣ区3層か

ら出土している。8はカマド内②層からカマド前

面の①層に破片が分布していたものである。9は

南壁際の3層中に破片で分布していたものである。

ー　66

10は底部破片が①層からI・Ⅲ区1層に分布して

いた。11は全体の形状が知れるもので、カマド内

（多層に破片の集中がみられたものである。

12は内外面ともへラミガキで調整された球胴形

の嚢で、カマド西脇の①層を主体に破片で分布し

ていたものである。

13～16は編物石と考えられるものである。13に

は側縁にノッチ状の加工が施されている。分布で

は14・16が1層中のものであり、集中的な出土状

態ではない。

17は銑鉄で、I区2層から出土したものである。

写真56　土器5出土状態
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第56図　H12号住居址出土土器（1：4）
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表19　H12号住居址出土土器観察表

挿 図

番 号
種　 別 器 形 法　 量 残　 存 成　 形 調　　　　　　　　　　　　　　 整 色　　 調 出 土 位 置 備　 考

1 須 恵 器 杯

（1 3 ．9）

（ 9 ．8）

3 ．1

口縁 1 ／5

底 部 1 ／4
ロ ク ロ

・底 部 切 り離 し （切 り離 し方 不 明 ） → 高 台 貼 付

外 面 ：底 部 回 転 へ ラ ケ ズ リ

内 面

外 面

断 面

N 5 ／0

： 10 G Y 5 ／1

N 5 ／0

I 区 2 層

2 須 恵 器 杯

く 1 ．5 ）

底 部 破 片 ロ ク ロ ，底 部 回 転 へ ラ 切 リ

内 面

外 面

断 面

7 ．5 Y R 5 ／1

2 ．5 G Y 5 ／1

10 Y R 5 ／1

Ⅲ 区 1 層

3 土 師 器 杯

1 5 ，0

9 ．9

4 ．0

口 縁 1／2

底 部 完 形
非 ロ ク ロ

内 面 ：ヘ ラ ミ ガ キ

外 面 ：口 綾 ヨ コ ナ デ ・底 部 へ ラ ケ ズ リ ー，へ ラ ミ ガ キ

内 面

外 面

断 面

10 Y R 6 ／3

10 Y R 5 ／3

10 Y R 5／1

I 区 床 面

4 土 師 器 杯

15 ．0

8 ．1

4 ．4

口 縁 2 ／3

底 部 完 形
非 ロ ク ロ

内 面 ：口 凌 ヨ コ ナ デ ・底 部 ナ デ ー一一へ ラ ミ ガ キ

外 面 ：口 縁 ヨ コ ナ デ ・底 部 へ ラ ケ ズ リ

内 面

外 面

断 面

7 ．5 Y R 7／6

5 Y R 7／6

7 ．5 Y R 8／3

Ⅲ 区 床 面

5 土 師 器 聾

1 1 ．9

7 ．9

1 1 ．6

完 形 非 ロ ク ロ
内 面 ：へ ラ ミガ キ

外 面 ：へ ラ ミガ キ

内 面

外 面

断 面

5 Y R 5／2

2 ．5 Y R 5／6

7 ，5 Y R 6／4

Ⅲ 区 5 層

6 土 師 器 粟

く　8 ，3 ）

底 部 2 ／5 非 ロ ク ロ
内 面 ：ヘ ラ ナ デ ー，へ ラ ミガ キ

外 面 ：へ ラ ケ ズ リ ・へ ラ ミ ガ キ

内 面

外 面

断 面

5 Y R 6／6

7 ．5 Y R 6／6

7 ．5 Y R 8／4

カ マ ド② 層

1 区 3 層

7 土 師 器 要

1 6 ．6

く1 9 ．8〉

ロ縁 1 ／2 非 ロ ク ロ
内 面 ：胴 部 へ ラ ナ デ ー一一ロ 縁 ヨ コ ナ デ

外 面 ：胴 部 ナ デ 後 胴 部 下 半 へ ラ ケ ズ リ ー→ 口 縁 ヨ コ ナ デ

内 面

外 面

断 面

2 ．5 Y R 5／6

2 ．5 Y R 5／6

5 Y R 7／4

Ⅳ 区 3 層

8 土 師 器 響

2 0 ．0

ロ縁 2 ／5 非 ロ ク ロ
内 面 ：胴 部 へ ラ ナ デ ーーンロ 縁 コ コ ナ デ

内 面 7 ，5 Y R 4／3
カ マ ド

く2 1 ．4 ）
外 面 ：胴 部 へ ラ ケ ズ リー一口 縁 ヨ コ ナ デ

外 面

断 面

5 Y R 5／4

5 Y R 6／4
（£ ・② 層

9 土 師 器 粟

く1 5 ．6 ）

頭 部 －、胴

上 部 完 形
非 ロ ク ロ

内 面 ： 口縁 ヨ コ ナ デ ーー胴 部 へ ラ ナ デ

外 面 ： ロ縁 ヨ コ ナ デ ー一一胴 部 へ ラ ケ ズ リ

内 面

外 面

断 面

10 Y R 3 ／2

10 Y R 3 ／2

7 ．5 Y R 7 ／6

Ⅳ 区 3 層

10 土 師 器 賓 （ 7 ．2 ） 底 部 1 ／3 非 ロ ク ロ
内 面 ：ヘ ラ ナ デ

内 面

外 面

5 Y R 5 ／4

7 5 Y R 5 ／4
カ マ ド① 層

く 5 ．7 ）
外 面 ：へ ラ ケ ズ リ

断 面 2 ．5 Y R 7 ／6
】 ・ Ⅲ区 1 層

11 土 師 器 皐

（17 ．2 ）

6　0
口 綾 2 ！5

非 ロ ク ロ
内 面 ：口 橡 コ コ ナ デ ・胴 乱 ～ 底 部 へ ラ ナ デ

内 面

外 面

10 Y R 5 ／2

10 Y R 5 ／4
カ マ ド② 層

3 2 ．2
底 部 完 形 外 面 ：胴 部 ・底 部 へ ラ ケ ズ リ ・部 分 的 に ナ デ ・口 緻 コ コ ナ デ

断 面 7 ．5 Y R 6 ／6
I 区 5 層

12 土 師 器 婆 8 ．1 底 部 完 形 非 ロ ク ロ
内 面 ：へ ラ ミ ガ キ

内 面

外 面

7 ．5 Y R 7 ／8

7 5 Y R 6 ／4
カ マ ド① 層

＼3 1 ．7 〉
外 面 ：ヘ ラ ミ ガ キ

断 面 5 Y R 7 ！6
Ⅱ 区 5 層

（＝〕 く：⊃

0　　（1：J）　10cm

第57図　H12号住居址出土石器・鉄器

表20　H12号住居址出土石器・鉄器観察表

挿 図 番 号 器 種 材 質 長 さ 幅 厚 さ 重 量 出 土 位 置 備　　 考

1 3 編 物 石
角 閃 石

安 山 岩
9 ．7 6 ．0 4 ．0 29 0 I 区 J 〕層

側 線 に

ノ ッチ 状 加 工

1 4 編 物 石
輝　 石

安 山 岩
9 ．7 5 ．9 2 ．1 16 0 1 区 1 層

1 5 編 物 石
石　 英

安 山 岩
1 0 ．7 7 ．5 5 ．0 38 0 Ⅲ 区 3 層

1 6 編 物 石
角 閃 石

安 山 岩
1 1 ．6 4 ．3 3 ．5 2 0 0 I 区 1 層

17 鉄　 鎖 鉄 （5 ．1 ） 3 ．2 0 ．3 （8 ．8 ） I 区 2 層
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写真57　H12号住居址出土遺物
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（13）H13号住居祉　　　　　　　　　　　　　　奈良時代

H13号住居址は、第I区Pお4・5グリッドよ

り検出された。

平面形態は隅丸方形を皇し、南北3．5m、東西

3．5m、床面積9．9I戒を細る小形の住居址である。

主軸方向はN－230－Wを指す。

壁は垂直に立ち上がり、確認面からの壁高は

60～73C皿と深い。周清は認められない。

ピットは7個確認されている。東壁に接するP

lと西壁に接するP2の2個が対をなす主柱穴と

思われるが、Plはやや南側に逸れており、定か

ではない。Plは58×33cm、深さ18C皿、P2は56

×35cm、深さ15C皿を測る。P3～P5は南壁中央

際にあり、P3とP5が並存し、その中央壁側に

P4が位置する。出入口部施設に関連するもので

あろう。P3は25×22cm、深さ6cm、P4は21×

32cm、深さ7cm、P5は20×26cm、深さ4cmを測

る。P7は北東隅に位置し、37×74cm、深さ27cm

の楕円形を呈するもので貯蔵穴と考えられようか。

磁旦’

第58図　Ⅱ13号住居址実測図（1：80）

写真58　H13号住居址
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住居覆土は、黒褐色土とローム混入土の互層的

堆積がみられ、人為的に埋め戻された状態を示し

ていた。以下の6層に分層された。

1層：暗褐色土。2層：パミス・ローム粒子を

多量に含む褐色土。3層：黒褐色土　4層：パミ

ス・ローム粒子を多量に含む褐色土。5層：黒褐

色土。6層：パミス・ローム粒子を多量に含む灰

黄褐色土。

カマド

北壁中央部に設置されている。燃焼部は壁外に

掘り込まれ、30×80cm程の長方形を呈している0

煙道部は燃焼部奥壁中央の柱状の掘り込みと壁外

の半円形状の掘り込みからなる。赤褐色粘土を棒

材とする天井部が奥壁に一部残されていた。火床

面には袖部と中央に小ピットが検出された。

カマド覆土は、構材の赤褐色粘土ブロック、

ロームブロックを含む灰黄褐色土（①層）、赤褐

色粘土ブロックを多量に含む赤褐色土（②層）、

灰黄褐色土（③層）、掘り方に貼られた赤褐色粘

土混入土（④層）である。

遺物

須恵器杯・襲、紡錘車が検出されている。

1は手持ちへラケズリで底部が調整された須恵

器杯で、I区2層中に廃棄されていたものである。

2は底部および外周が回転へラケズリで調整され

た須恵器杯で、P7から出土している。以上の須

1m
lh

第59図　H13号住居址カマド実測図（1：30）

意器杯は八世紀第Ⅲ四半期の土器と考えられよう

か。3は須恵器嚢の口綾部破片で、カマド②層か

ら出土したものである。4はP7左脇床面から検

出された紡錘車で、中央部の右側にも穿孔が施さ

れているものである。

写真59　H13号住居址カマド

71－



ノ′
．．－＿．こ．ィJ

＿＿，＿＿＿＿＿＿」　こし＿一

3

0　　　　　　　10cm

第60図　H13号住居址出土土器（1：4）

表21H13号住居址出土土器観察表

挿図

番号
種　 別 器形 法　 量 残　 存 成　 形 調　　　　　　　　　　　　　　 整 色　　 調 出土位置 備　 考

1 須恵器 杯

13 ，6

9 ．1

3 ．7

口最2／5

底部完形
ロクロ

→底部切 り離し （切 り離 し方不明）

外面 ：底部手持ちへラケズ リ

内面

外面

断面

7．5Y 6／1

7．5Y 6／1

10Y 6／1

Ⅲ区 2 層

2 須意器 杯

13 ．8

7 ．6

4．3

ロ縁3／4

底部3／5
ロクロ

一・一底部切 り離し （切 り離 し方不明）

外面 ：底部および外周回転へラケズ リ

内面

外面

断面

7．5Y 6／1

7，5Y 6／1

7．5Y 6／1

P 7 火柊あ り

3 須恵器 嚢

33．0

く5．2〉

口縁 1／5 ロクロ

内面

外面

断面

2 ．5Y 4／1

10Y 4／1

5Y3／1．2 ．5Y4／1

カマ ド②層

5cm

第61図　H13号住居址出土石器（1：2）

■
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表22　H13号住居址出土石器観察表

写真60　Ⅱ13号住居址出土遺物
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（14）Ⅱ14号住居址　　　　　　　　　　　古墳時代

H14号住居址は、第I区Pう1・2

グリッドより検出されている。南北壁

東側上部が、M5号清状遺構によって

切られている。なお、Eセクショγ北

側は聖原遺跡として調査された部分で

ある。

平面形態は、整った隅丸方形を皇し、

南北5．7m、東西5．4m、床面積27．7I戒

を測る。主軸方向はN－20Q－Wを指

す。

壁は垂直に立ち上がり、確認面から

の壁高は44～48cmである。壁直下に幅

8～25cm、深さ2～24cmのU字形を呈

する周浩が全周する。

主柱穴は、壁よりに規則的に配置さ

れた4個（Pl～P4）である。掘り

方は2段の掘り込みで、径10cm程の柱

痕が確認された。Plは52×62cm、深

さ65cm、P2は72×77cm、深さ60cm、

P3は79×66cm、深さ73cm、P4は56

×57C皿、深さ62cmを測る。また、南壁

中央に接する位置に、31×36cm、深さ

23cmの小ピット（P5）が確認された。

さらに、50×57cm、深さ41cmのP6が

北東隅で確認されている。

覆土は、パミス・ローム粒子を多量

に含む暗褐色土（5層）、黒色土（4

層）が壁際を埋め、住居全体はパミス

・ローム粒子を多量に含む暗褐色土

（1層）・黒褐色土（2層）、にぷい黄

褐色土（3層）の堆積である。なお、E

セクションで確認した掘り方部分では、

ロームと褐色土の充填が確認されてい

る（6～8層：7層はロームブロック、

6層は褐色土ブロックである）。

磁旦’

l l

．

第62図　H14号住居址実測図（1：80）
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第63図　H14号住居址カマド実測図（1：30）

ノ

写真61H14号住居址カマド

カマド

北壁中央部に位置する。煙道部は舟先状の掘り

込みからなり、立ち上がり部には灰白色・橙色粘

土が貼られている（先端のピットは撹乱）。袖部

は地山で芯が造り出されたものある。袖部から煙

道部にかけて貼られた橙色粘土が残り、一部天井

部が確認された。また、左袖部先端には袖石埋め

込み用と考えられるピットが確認された。

覆土は、褐色土（⑥層）、黒褐色土（⑦層）が煙

道部を埋め、カマド上面には大形の灰白色・橙色

粘土ブロックを含む灰褐色土（（D層）の堆積、カ

74　－

マド内には小形の灰白色ブロックを多量に含む灰

黄褐色土（②層）、灰白色ブロック主体の褐色土

（③層）、燈色粘土ブロック主体の褐色土（④層）、

褐色土（⑤層）の堆積である。また、焚口部の皿

状の掘り方、火床部の長方形の掘り方は、ローム

ブロックを混ぜた暗褐色土（⑧層）で充填されて

いた。

遺物

検出された主要遣物は、古墳時代後期の土器様

相を示す須恵器高杯と土師器杯・土師器長胴寮・

土師器球胴寮である。また編物石と考えられる石



0　　　　　　　10cm

第64図　H14号住居址出土土器（1：4）

表23　H14号住居址出土土器観察表

挿 図

番号
種　 別 器 形 法　 量 残　 存 成　 形 調　　　　　　　　　　　　 整 色　　 調 出土 位 置 備　 考

1 須恵 器 高 杯 （16．2）

〈 9．9〉

脚端 部

1／3
ロク ロ 外面 ：沈 線を 施す →透 し窓 を穿 つ

内面 ：　 N 6／0

外面 ：　 N 6／0

断面 ：　 N 6／0

Ⅲ区 4 層

2 土 師器 杯

（14．8）
口線 2／3

非 ロク ロ
内 面 ：へ ラ ミガ キー，黒色 処 理 外面 ：7．5Y R 7／4 Ⅳ区 3 層

8．2

4．3
底部 完 形 外 面 ：口縁～ 休 部 ヨ コナデ ・底 部 へ ラケ ズ リ→ へ ラ ミガキ 断面 二7．5Y R 5／2 Ⅲ区 2 層

3 土 師器 杯

14 ．4

完形 非 ロク ロ
内面 ：日経 ヨ コナデ ・み こみ部 ナ デ →へ ラ ミガ キ 内面 ： 5 Y R 6／6

カマ ド袖7 ．9

4 ．1
外 面 ：口凌 ヨ コナデ ・休 部 ～底 部 へ ラケ ズ リー・へ ラ ミガキ 外面 ： 5 Y R 6／6

4 土 師器 蛮

（15 ．6）

ロ縁 1／4 非 ロク ロ
内面 ：ロ縁 コ コナデ →胴 部 ナ デ

内面

外面

7．5Y R 6／4

5 Y R 6／4 カマ ド⑥ 層

く7 ．3〉
外 面 ：口縁 ヨ コナデ ーー胴 部 ナ テ

断面 5 Y R 6／4

5 土 師器 轟 底 部完 形 非 ロク ロ
内面 ：ヘ ラ ナデ

内面

外面

10 Y R 7／4

7 5 Y R 4／1
カマ ド⑦ 層

7 ．0

く6 ．1〉
外 面 ：ナ デ

断面 10 Y R 7／4
P 2

6 土 師器 賓 （6 0） 底 部1／3 非 ロク ロ
内面 ：ナデ

内 面

外 面

10 Y R 4／1

5 Y R 6／4 nJ区 3 層

く6 ．8〉
外 面 ．へ フケス リ後 へ フ ミガ キ 断 面 ： 5 Y R 6／4

7 土 師器 竪

（16 ．4）
ロ縁 1／4

非 ロク ロ
内面 ：胴 部 ～底 部へ ラナデ ー・口縁 ヨコナ デ

内 面

外 面

5 Y R 6／4

5 Y R 6／4 カ マ ド⑦層
（4 ．0）

23 ．4

底 部 1／2 外 面 ：胴 部 ・底 部 へ ラケズ リー一口縁 ヨ コナデ
断 面 5 Y R 6．／4

8 土 師器 要

（24 ．0）

ロ縁 1／4 非 ロク ロ
内面 ：ロ縁 ヨ コナ デー→胴 部 へ ラ ナデ ーー・へ ラ ミガ キ

内 面

外 面

5 Y R 6／6

5 Y R 6／6 カ マ ド雷層

く19 ．2〉
外 面 ：口綾 ヨ コナ テ→胴 部 へ ラ ケズ リ→ へ ラ ミガ キ 断 面 ： 5 Y R 7／4

⊂⊃ 0　　　　　　　　10C汀l

表24I王14号住居址出土石器観察表

両側線に
ノッチ状加工

第65図　H14号住居址出土石器（1：4）
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器もみられた。

1は、須恵器高杯の脚部破片で、南壁周溝上の

4層から出土したものである。

2・3は、体下位に稜を有する土師器杯で、2

は内面黒色処理されたものである。2はⅣ区3層

とⅢ区2層に破片が分布していたものである。3

は、カマド左袖の粘土に張り付いた状態で出土し

た完形品である。

4～8は、土師器饗で、4はカマド煙道部⑥層

から検出された長胴賓、5はカマド②層とP2内

から検出された底部破片、6はⅣ区3層に分布し

ていた球胴賓の底部である。7の小形長胴饗と8

のへラミガキされた球胴賓は、それぞれカマド②

層に破片が集中していたものである。

9は編物石と考えられ、両側縁にノッチ状の加

工が施されている。P3脇床面で出土している。

写真62　H14号住居址

寒∴「l二二遥

写真63I王14号住居址出土遺物
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（15）Ⅱ15号住居址　　　　　　　　　　　古墳時代

H15号住居址は、第I区Pい2・3

グリッドより検出されている。本住居

址のEセクション北側箇所は、聖原遺

跡として調査された部分である。

南北5．2m、東西5．4mのやや歪んだ

隅丸方形を皇し、床面積は24．8I適であ

る。主軸方向はN－120－Wを指す。

壁は垂直に立ち上がり、確認面から

の壁高は60～72cmである。壁直下に幅

7～16cm、深さ3～14cmのU字形を皇

する周港が全周する。

主柱穴は、径10cm程の柱痕が確認さ

れた4個（Pl～P4）が壁よりに規

則的に配置されていた。Plは41×54

cm深さ61cm、P2は48×52cm、深さ

46cm、P3は53×65cm、深さ29cm、P

4は50×66cm、深さ43cmである。南壁

中央側では、小ピット2個（P5・P

6）の並存が確認された。P5は18×

20cm、深さ17cm、P6は20×18cm、深

さ18cmである。また、東西隅の対称的

な位置に32×49cm、深さ45cmのP7と

44×53cm、深さ34cmのP8が存在して

いた。

覆土は、周溝を黄褐色土（6層）が

埋め、パミス・ローム粒子を含む黒褐

色土（5層）、にぷい黄褐色土（4層）

が壁際を埋める。住居全体は暗褐色土

（1層）、パミス・ロームブロックを

多量に含む褐色土（2層）、黒褐色土

（3層）の堆積である。なお、Eセク

ションで確認した掘り方部分では、ロ

ームと褐色土の充填によって床面が形

成されていた（7・8層、7層はロー

ムブロック）。

磁E’

磁’

日　　　　　　　出’

・！　・1

第66図　H15号住居址実測図（1：80）

写真64II15号住居址覆土
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写真65　H15号住居址

第67図　H15号住居址カマド実測図（1：30）
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カマド

北壁中央に存在する。煙道部は半楕円形状

の2段の掘り込みである。地山で造り出し粘

土を貼って構築された袖部は、右袖部のみが

残存していた。両袖部先端には袖石埋め込み

用と考えられる小ピットが確認された。

覆土は、カマド前面に広がる粘土粒子を多

量に含む黒褐色土（①層）、崩落した橙色粘

土ブロックを含む暗褐色土（②層）と黒褐色

土（③層）、煙道部を埋める黄褐色土（④層）、

炭化物片・灰を含む黒褐色土（⑤層）である。

また、⑥層は火床部の皿状の掘り方を充填し

た土層で、ローム混入の暗褐色土である。

遺物

検出された主要遺物は、土師器杯・賓、編

物石、敲石である。

1は稜を上部に有し、口綾部が短く内湾す

る土師器杯で、Ⅲ区3層から出土したもので

ある。

2は球胴形を皇すると考えられる土師器襲

底部破片で、へラミガキが施されている。カ

マド（診層の出土である。

3はへラミガキされた土師器球胴饗で、カ

マド③層に破片が集中分布していたものであ

る。

4は土師器長胴饗で、カマド③～⑤層に破

片が集中分布していたものである。

5～8は明確な加工・使用痕はみられない

が、編物石と考えられようか。9は端部に顕

著な敲打痕がみられる敲石である。5・6・

8・9は南西隅壁際に集中分布する。また、

この分布範囲に円形に整形された軽石2点

（10・11）があった。同様なもの（12）はカ

マド③層でも出土している。

なお、南東隅の5層ないし4層上面にはカ

ヤ状の炭化材が広範囲に分布していた。

本住居址検出の土器は、古墳時代後期の土

器様相と考えられる。

第68図　H15号住居址遺物分布図

写真66　カヤ状炭化材出土状態
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第69図　E15号住居址出土土器（1：4）

表25　H15号住居址出土土器観察表

挿 図

番 号
種　 別 器形 法　 量 残　 存 成　 形 調　　　　　　　　　　　　　　　 整 色　　 調 出 土位 置 備　 考

1 土 師器 杯

（13 ．5）

底 部 1／5 非 ロク ロ
内面 ：ロ縁 ココナ デ ・み こみ 部 ナデ 一一へ ラ ミガキ

内面 ：7 ．5Y R 6／3

外面 ：7 5Y R 6／3 『区 3 層

く4．3〉
外面 ：口縁 ヨコナ デ→ 体部 ～ 底部 へ ラ ケズ リ

断面 ：7 ．5Y R 6／3

2 土 師器 聾 （7．2）

く1．3〉

底 部3／4 非 ロク ロ
内面 ：ナデ →へ ラ ミガキ

外面 ：へ ラケズ リ一一へ ラ ミガ キ

内面

外面

断面

7 ．5Y R 6／4

7 ．5Y R 7／4

7 ．5Y R 7／4

カマ ド⑦層

3 土 師器 要

（23．0）

ロ縁 1／3 非 ロク ロ
内面 ：へ ラ ミガキ

内面

外面

5 Y R 6／6

5 Y R 6／6 カマ ド③層

く14．0〉
外面 ：へ ラ ミガキ

断面 5 Y R 6／6

4 土 師器 窪

18．4

口縁 2／3 非 ロク ロ
内面 ：ロ縁 コ コナデ ーー胴 部 へ ラナ デ

内面 5 Y R 6／3
カマ ド

く26．9〉
外 面 二ロ縁 ヨ コナデ →胴 部 ナ デ

外 面

断面

5 Y R 6／3

5 Y R 6／3
③～ ⑤ 層

写真67　H15号住居址出土土器
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第70図　H15号住居址出土石器（1：4）

表26　H15号住居址出土石器観察表

挿 図 番 号 器 種 材 質 長 さ 幅 厚 さ 重 量 出 土 位 置 備　　 考

5 編 物 石
石　 英

安 山 岩
13 ．4 7 ．5 3 ．9 4 8 0 Ⅶ 区 床 面

6 編 物 石
角 閃 石

安 山 岩
14 ．2 6 ．4 5 ．8 50 0 皿 区 床 面

7 編 物 石 安 山 岩 1 4 ．1 7 ．0 5 ．1 56 0 Ⅲ 区 3 層

8 編 物 石
輝　 石

安 山 岩
1 3 ．9 5 ．3 2 ．2 2 20 Ⅲ 区 5 層

9 敲　 石
石　 英

安 山 岩
1 6 ．4 6 ．9 5 ．0 8 40 Ⅲ 区 5 層 端 部 に 敲 打 痕

1 0 不　 明 軽　 石 5 ．9 5 ．5 2 ．9 40 Ⅲ 区 5 層

1 1 不　 明 軽　 石 5 ．3 5 ．2 3 ．5 6 0 Ⅲ区 5 層

1 2 不　 明 軽　 石 7 ．1 6 ．7 4 ．4 1 0 0
カ マ ド

③ 層

11⑳12
写真68　H15号住居址出土石器
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（16）Ⅱ16号住居址　　　　　　　　　　　　　古墳時代

H16号住居址は、第I区Pあ・い7・8

グリッドより検出されている。南北壁西側

上部および東西壁南側上部は、M3・5号

満状遺構に切られ、南壁西側では、さらに

床面まで撹乱坑によって破壊されていた。

平面形態は、南北5．0m、東西5．2mの

整った方形を皇し、床面積は23．6Idを測る。

主軸方向はN－50－Wを指す。

壁は垂直に立ち上がり、確認面からの壁

高は57～64cmである。周清は存在しない。

ピットは、47×58cm、深さ15cmの浅いP

lのみが南西隅で確認された。

覆土は、5層に分層された。5層は、ロ

1ムブロックを多量に含む褐色土で壁際の

堆積土である。住居全体の堆積は、1層の

黒褐色土、2層の暗褐色土、パミス・ロー

ム粒子を多く含む3層の黒褐色土、4層の

黒褐色土であった。

c c‘

T＼－／’

第71図　H16号住居址実測図（1：80）

写真69　H16号住居祉
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